
議員氏名：小笠原 陶子 

議案番号：議案第２１～２５号 

案 件 名：令和８年度二宮町一般会計予算 

令和８年度二宮町国民健康保険特別会計予算 

     令和８年度二宮町後期高齢者医療特別会計予算 

     令和８年度二宮町介護保険特別会計予算 

     令和８年度二宮町下水道事業会計予算 

討論内容： 

私は令和８年度予算について、町長提出議案第２１号議案、一般会計、第２２号、国民健康保険特

別会計、第２３号、後期高齢者医療特別会計、第２４号、介護保険特別会計、第２５号、下水道会計、

全てに賛成の立場で討論いたします。 

令和８年度の二宮町の施政方針は、こどもがまんなかを中心理念とし、公共施設整備と町民参加

を軸に、世代を超えたつながりを生み出すまちづくりを進めるということで、子育て、教育分野で

は、湘南地域初となるこどもの権利条例の制定を進め、こども会議を通じて、子どもの声を町政に

反映する仕組みを整えることは、増田レポートの可能性消滅都市から脱した二宮町ならではの大切

な取り組みです。 

妊婦健診や１か月児健診の補助、ＲＳウイルスワクチン無償化など、出生前からの支援を強化し、

産後ケアやこども家庭センター、にのはぐと学校の連携による発達支援を拡充することに期待いた

します。 

また、役場新庁舎北棟の建設着工、子育て教育拠点となる南棟の設計、生涯学習センターラディ

アンの大規模改修などを進め、行政、子育て、学びを一体化したまちの広場の形成を目指すことに

希望が湧きますが、とどまることのない物価高の中で厳しい建て替えとなっていますので、各所に

注意を怠らず進めていただきたいと考えます。 

学校教育では、英語教育の充実、フリースクール助成などの不登校支援、教育費の小中完全無償

化などにより、学びの環境は整えてきていますが、毎年の夏の酷暑は命の危険も伴う。教室内の冷

房化は進んでいますが、体育館の冷房設置や通学時の暑さ対策など、速やかにきめ細かく、現実に

即した対応をしていただきたい。 

現在の物価高の中での子育ては非常に厳しい状況です。学童保育の減免制度をもう一度見直し、

さらに子育てしやすい仕組みに変えてください。 

さて、環境・防災分野では、環境基本計画の策定準備やＬＥＤ購入補助を通じて脱炭素化を進め

るとともに、主に葛川の河川改修や流域治水により水害対策を強化します。これらは必須ですが、

年々強くなる集中豪雨の対策について、特に葛川下流近辺の現状の地形は、ＪＲがネックとなり、

大きな改善が望めず、まずは減災です。それらの研究をさらに強化し、住民と密に情報共有し、対策

を講じてください。 

福祉分野では、地域福祉計画の策定、認知症支援や健康づくり、高齢者や障がい者の移動支援の

充実、公共交通の再構築検討などにより、誰もが安心して暮らせる地域づくりを進め、地域活性化

では観光協会と連携した観光振興やＰＲ強化、移住促進、二宮ブランドの強化をして、ふるさと納

税制度に活用し、農業支援などにより地域経済の活性化が図られるとし、交流人口の拡大に期待し



ております。 

また、今年度は総合計画後期基本計画の策定や行政改革ＤＸの推進、ＬＩＮＥや電子申請の活用、

ＡＩ導入による業務効率化を進めますが、役場は少ない人材での運用で、まだしばらくは古い庁舎

での勤務ですから、職員の働きやすい職場環境を維持できるよう、不便も多い中ですが、知恵と工

夫で乗り越えていただきたいと考えます。以上、一般会計です。 

次に、第２２号、国民健康保険特別会計です。 

審査の中で、特定健診の受診率が上がっていて、長寿の里二宮の健康寿命を守るために、ＡＩを

使うなど努力をされて、町の受診率が県下で一番になったことは大いに評価いたします。あわせて、

がん検診のほうも、さらに受診率の向上を願うところです。 

次に、第２３号、後期高齢者医療特別会計です。 

こちらは、歳入歳出１１億９,９６３万５,０００円となっております。団塊の世代が全て後期高

齢者になっている現状では、妥当な会計と私は判断しております。 

次に、第２４号、介護保険特別会計です。 

こちらも年々増えていくばかり、３２億５９６万６,０００円となっております。町では、介護予

防の予算で、通いの場を実施してから９年になり、参加率は、厚生労働省の目標の高齢者の８％を

超え、令和６年で８.９％という報告がありました。それらを評価いたします。参加率については、

地域でばらつきがあるので、きめ細かくアドバイスや支援を願うところです。 

次に、第２５号、下水道事業会計予算についての審査は、本来の下水道事業のことより、雨水貯留

槽設置補助金についての質疑が多かったところです。私は、利用者として、とても有効だったと評

価いたします。 

下水道事業は町にとってはとても大きなインフラで、いずれ訪れる老朽化に備えて、さらに万全

な体制で対応するよう願い、賛成といたします。以上です。 


